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研究成果の概要 

1985 年、ソ連においてゴルバチョフのソ連共産党書記長就任、その後のペレストロイカ、1991 年

末、ソ連邦の崩壊というなかで、ロシア及び旧ソ連諸国は市場経済化を目指して努力してきた。

しかし、その過程においてビジネスの言語である会計は大きな役割を果たした。 

2000 年、プーチン政権の樹立、ロシアは石油ガス天然資源をもとに経済を発展させる。そして、

会計基準もロシア基準を国際基準に変容させていく。そこにリージョナリズムからグローバリズ

ムへの変容も見られる。 

2022 年 2月、ロシアとウクライナの軍事衝突。おおむね西側諸国はウクライナ側に立ち、その中

ではロシアは孤立感を深める。経済制裁を受け、SWIFT からは排除された。 

しかしながら、ロシアの経済力は「盤石」であり、成長してきた。 

以下、企業を以下の方法で分析している。 

 ロシア会計再考‐国際化の中で 

 貸借対照表分析 

損益計算書分析  

キャッシュフロー分析 

しかしながら、現在の世界情勢の中で、現在の「国際財務報告基準」がそのまま今後も、適用さ

れるのかは、申請者の個人的意見ではあるが、疑わしいと考えている。 
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